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（１）研究領域の目的及び意義 

本領域の目的は、「生物多様性」すなわち「高炭素世界の完全リサイクル型技術」

に学んで新しい技術規範（パラダイム）を体系化した「生物規範工学」を創生するこ

とにある。生物の「動き」「構造」「制御」に着目することで、細胞内部や表面に形成

される数百 nm～数ミクロンの「サブセルラー・サイズ構造」が持つ機能の解明を通

じて「生物の技術体系」を明らかにし、生物多様性と生物プロセスに学ぶ材料・デバ

イス・システムの戦略的設計・製造を達成する。情報科学を用いることで膨大な生物

多様性データから工学的発想を導きだすことにより、「生物学から工学への技術移転」

や「生物学へのフィードバック」を可能とする「バイオミメティクス・データベース」

を構築する。人類の自然認識体系として本来一体のものであるべき、自然史学、生物

学、農学、材料科学、機械工学、情報学、環境政策学、社会学を再架橋して、オープ

ン・イノベーションのプラットフォームを構築するとともに、生物学と工学に通じた

人材を育成する。環境政策に基づくソシエタル・インプリケーション（社会的関与）

の観点から、新たな「科学・技術体系」としての「生物規範工学」を確立し、「持続

可能性社会」の実現に資する。また、博物館におけるアウトリーチ活動を通じて我が

国の科学・技術を文化として育むことに貢献するとともに、バイオミメティクスの国

際標準化に関する提言を行い、我が国の国際競争力強化に資する。 
（２）研究成果の概要 
自然史学、生物学、農学、材料科学、機械工学、情報学、環境政策学、社会学等の

研究者による、我が国では類を見ない異分野連携研究ネットワークの構築により、

様々な学協会において「生物規範工学」の成果を公表した。SEM 写真を中心とする

画像とテキストデータからなる生物データセットを集積し、類似画像検索ならびに

オントロジー強化型シソーラスを組み合わせることで、ニーズ・シーズ・マッチング

と発想支援が可能となる「バイオミメティクス・データベース」を構築し、情報科学

による生物から工学への技術移転を実現した。生物表面が有する摩擦特性、光学特

性、防汚性、センシング、流体力学、等の解明により、自己組織化によって形成され

る生物の「サブセルラー・サイズ構造」が持つ“厳密ではない構造がもたらす緻密な

機能を実現するロバストネス“が、多機能性を保有すること、柔軟性やフェイルセー

フに基づくレジリエンスの本質であることを明らかにした。これらの成果をシーズ

とし、持続可能な社会に必要なライフスタイルをニーズとしてこれらをマッチング

させることで、”生態系バイオミメティクス“をも包含する総合的エンジニアリングと

しての「生物規範工学」が、制約された条件下におけるモノづくり・街づくりの切り

札であることを示した。国際シンポジウムの定期開催と博物館等による情報発信、産

業界との連携による国際標準化 ISO TC266 Biomimetics への参画、によって我が国

のサイエンス・リテラシー向上と国際競争力強化に貢献した。 
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における所見 

A－ （研究領域の設定目的に照らして、概ね期待どおりの成果があったが、一部に遅

れが認められた） 
本研究領域は、生物が有するサブセルラーレベルの構造と機能を解明・理解し、材

料やデバイス設計に活かす生物規範工学を体系化することを研究領域の設定目的と

したものである。 
研究項目A01 では、30,000 件以上の画像などの情報を含むバイオミメティック・

データベースを作成しており、これは論文などの業績には直接結びつきにくいもの

の、今後の利用を考えると波及効果や貢献度は大きい。また、研究項目 B01 では生

物の新規な構造と機能が発見され、ある程度生物規範工学の領域形成がなされたも

のと認められる。以上の成果は、中間評価結果の所見において「開発されたテクノロ

ジー創成システムを多くの人が利用できる環境作りが重要である」と指摘された社

会との関連について、適切な対応がなされたと評価できる。 
一方、材料・デバイス応用に関して、各研究項目で達成度に大きな差があり、一部

には遅れが認められる。また、研究者間の連携体制について、多くの異分野研究者が

集まっていることが要因ではあるが、実質的な連携というより抽象的な概念の共有

に留まっている。 
今後、バイオミメティック推進協議会の活動が成功し、継続的に発展することを期

待する。 
 


